
月刊シルバー人材センター 2026.6 12

こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
で
き
た 

会
員
数
増
加
へ
の
多
様
な
活
動

　
伊
勢
崎
市
Ｓ
Ｃ
で
は
、
令
和
に
入
っ

て
以
降
、
会
員
数
の
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。
と

り
わ
け
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

で
あ
る
。
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
や
対

人
接
触
の
回
避
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
に
加
え
、
景
気
低
迷
の
あ

お
り
を
受
け
て
セ
ン
タ
ー
が
受
注
す
る

事
業
量
も
減
少
す
る
な
ど
、
そ
の
影
響

は
深
刻
だ
っ
た
。

　
も
っ
と
も
、
会
員
数
の
減
少
へ
の
対

応
を
怠
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
セ

ン
タ
ー
で
の
仕
事
内
容
を
イ
ラ
ス
ト
で

分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
チ
ラ
シ
を
制

作
し
、
セ
ン
タ
ー
や
市
内
の
公
共
施
設

に
備
え
付
け
る
と
と
も
に
、
年
２
回
、

市
の
広
報
紙
「
広
報
い
せ
さ
き
」
へ
折

り
込
む
こ
と
で
、
市
内
全
戸
に
配
布
し

た
。
そ
の
結
果
、「
チ
ラ
シ
を
見
て
来
所

し
た
」
と
い
う
入
会
希
望
者
も
一
定
数

は
確
保
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

入
会
説
明
会
の
工
夫
と 

情
報
発
信
に
よ
る
関
係
づ
く
り

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
関
心
を

持
っ
て
く
れ
た
人
を
対
象
と
し
た
入
会

説
明
会
「
お
し
ご
と
説
明
会
」
も
、
セ

ン
タ
ー
本
所
で
継
続
的
に
実
施
し
て
き

た
。「
で
き
れ
ば
女
性
の
職
員
に
相
談
し

た
い
」
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
て
、

女
性
限
定
の
説
明
会
を
設
け
る
な
ど
、

参
加
し
や
す
い
環
境
整
備
に
も
注
力
し

て
い
る
。

　
併
せ
て
、
日
々
の
暮
ら
し
や
仕
事
に

役
立
つ
情
報
を
紹
介
す
る
「
シ
ル
バ
ー

ミ
ニ
だ
よ
り
」
を
毎
月
１
回
、
女
性
向

け
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
た
「
シ
ル
バ
ー
女

性
新
聞
」
を
季
刊
で
発
行
し
、
配
分
金

の
支
払
い
明
細
に
同
封
す
る
な
ど
、
会

員
と
の
情
報
共
有
を
重
視
す
る
こ
と
で
、

セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
信
頼
感
や
安
心
感

の
醸
成
を
図
っ
て
き
た
。

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と 

交
流
促
進
に
よ
る
退
会
抑
制

　
さ
ら
に
は
、
地
域
に
根
差
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
も
精
力
的
に
続
け
て
い

る
。
毎
年
11
月
に
は「
シ
ル
バ
ー
の
日
」

の
活
動
と
し
て
、
市
内
８
か
所
の
公
共

施
設
や
公
民
館
で
清
掃
活
動
を
実
施
し
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　伊勢崎市ＳＣでは、会員増強に向けて「 5本柱」の施策
を展開している。特に令和 6年度から開始したハローワー
クとの連携による「おしごと説明会」は、就業意欲の高い
層への直接的なアプローチを可能にし、入会者数を加速度
的に増加させる大きな成果を上げた。これにチラシ配布や
ＳＮＳ活用、サークル活動による退会抑制等を組み合わせ、
地道かつ多角的な活動で持続的な会員増強を目指している。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
説
明
会
で

会
員
増
強
を
実
現

公
益
社
団
法
人

伊
勢
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

（
群
馬
県
）
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て
い
る
。
清
掃
に
参
加
し
た
会
員
が
通

行
人
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
な
ど
、
セ

ン
タ
ー
の
存
在
を
市
民
に
再
認
識
し
て

も
ら
う
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
新
入
会
員
の
獲
得
だ
け
で
な

く
、
既
存
会
員
の
退
会
抑
制
も
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。毎
月
２
回
の「
書

道
教
室
」
や
、
年
５
〜
６
回
の
「
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
」
を
通
じ
て
会
員
相
互
の
交

流
の
機
会
を
創
出
し
て
き
た
。
就
業
機

会
の
提
供
の
み
な
ら
ず
、
人
と
の
つ
な

が
り
そ
の
も
の
を
価
値
と
し
て
感
じ
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
か
ら 

取
り
組
み
を
強
化

　
こ
れ
ら
の
地
道
な
活
動
を
さ
ら
に
強

化
し
た
の
が
、
令
和
５
年
度
か
ら
で
あ

る
。
屋
内
作
業
を
希
望
す
る
会
員
の
要

望
に
応
え
て
、
お
守
り
製
作
や
シ
ー
ル

貼
り
と
い
っ
た
業
務
を
新
た
に
受
注
し

た
。
特
に
お
守
り
製
作
に
つ
い
て
は
、

先
行
し
て
実
績
の
あ
っ
た
県
内
の
桐
生

市
Ｓ
Ｃ
か
ら
業
者
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

受
注
に
至
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

　
ま
た
、
広
報
活
動
も
多
角
化
さ
せ
た
。

市
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
行
う
の

ぼ
り
旗
の
掲
出
や
チ
ラ
シ
配
布
に
加
え
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
店
頭
で
の

チ
ラ
シ
設
置
も
開
始
し
た
。
令
和
８
年

１
月
現
在
、
設
置
協
力
店
舗
は
28
か
所

に
上
り
、
会
員
獲
得
だ
け
で
な
く
、
就

業
先
の
開
拓
と
い
う
副
次
的
な
効
果
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
が 

大
き
な
成
果
を
も
た
ら
す

　
同
じ
く
令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に
開

始
し
、
最
も
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い

る
の
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
勢
崎
と
連

携
し
た
「
お
し
ご
と
説
明
会
」
で
あ
る
。

従
来
は
セ
ン
タ
ー
内
で
完
結
し
て
い
た

説
明
会
を
セ
ン
タ
ー
の
枠
を
超
え
、
求

職
者
が
集
ま
る
公
的
な
場
へ
と
広
げ
た

こ
と
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

存
在
を
知
ら
な
い
、
あ
る
い
は
関
心
の

な
い
層
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
阿
佐
美
仁
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
は
、

「
就
業
支
援
と
い
う
共
通
の
理
念
を
持

つ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
は
良
好
な
関
係
を

築
い
て
お
り
、
説
明
会
の
会
場
も
提
供

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
た
説
明
会
に
は
、

就
業
へ
の
意
思
や
意
欲
が
固
ま
っ
て
い

な
い
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
を
訪
れ
る
人
は
就
業
意
欲
が

明
確
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
『
お
し
ご

「
書
道
教
室
」「
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
と
い
っ
た

サ
ー
ク
ル
活
動
に
よ
り
、
会
員
同
士
の
交
流

を
促
進
し
、
退
会
抑
制
に
つ
な
げ
て
い
る

セ
ン
タ
ー
で
の
仕
事
を
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
し
た
チ
ラ
シ
。
年
２
回
、
市
の
広
報
紙
に
折
り
込
み
、

市
内
全
戸
に
配
布
し
て
い
る
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と
説
明
会
』
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
、
入
会
者
数
が
加
速
度
的
に
増

え
ま
し
た
」
と
手
応
え
を
語
る
。

　
会
場
の
制
約
か
ら
定
員
は
30
人
と
し
、

セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
説
明
の
ほ
か
、

チ
ラ
シ
や
群
馬
県
Ｓ
Ｃ
連
合
会
制
作
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
セ
ン
タ

ー
で
の
仕
事
内
容
を
視
覚
的
に
伝
え
て

い
る
。

　
開
催
時
間
は
質
疑
応
答
を
含
め
て
１

時
間
で
、
終
了
後
に
は
参
加
者
全
員
へ

希
望
す
る
就
業
日
数
、
就
業
時
間
、
仕

事
内
容
、
移
動
手
段
な
ど
の
就
業
条
件

を
尋
ね
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
。
回
収

し
た
回
答
は
、
入
会
後
の
就
業
マ
ッ
チ

ン
グ
精
度
の
向
上
に
生
か
し
て
い
る
。

７
回
開
催
し
46
人
が
新
た
に
入
会

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
説
明
会
は
令
和

６
年
４
月
に
初
開
催
し
、
以
降
３
か
月

ご
と
に
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。
令
和

７
年
10
月
ま
で
の
実
績
は
次
の
通
り
。

【
第
１
回　
令
和
６
年
４
月
】

●
参
加
者
数
18
人

（
男
性
16
人
・
女
性
２
人
）

●
入
会
者
数
５
人

【
第
２
回　
令
和
６
年
７
月
】

●
参
加
者
数
17
人

（
男
性
10
人
・
女
性
７
人
）

●
入
会
者
数
４
人

【
第
３
回　
令
和
６
年
10
月
】

●
参
加
者
数
32
人

（
男
性
14
人
・
女
性
18
人
）

●
入
会
者
数
８
人

【
第
４
回　
令
和
７
年
１
月
】

●
参
加
者
数
21
人

（
男
性
11
人
・
女
性
10
人
）

●
入
会
者
数
４
人

【
第
５
回　
令
和
７
年
４
月
】

●
参
加
者
数
30
人

（
男
性
21
人
・
女
性
９
人
）

●
入
会
者
数
11
人

【
第
６
回　
令
和
７
年
７
月
】

●
参
加
者
数
27
人

（
男
性
18
人
・
女
性
９
人
）

●
入
会
者
数
７
人

【
第
７
回　
令
和
７
年
10
月
】

●
参
加
者
数
27
人

（
男
性
15
人
・
女
性
12
人
）

●
入
会
者
数
７
人

　
な
お
、
第
７
回
ま
で
の
累
計
参
加
者

は
１
７
２
人
に
達
し
、
そ
の
う
ち
46
人

が
就
業
を
開
始
ま
た
は
予
定
し
て
お
り
、

着
実
に
成
果
が
表
れ
て
い
る
。

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
開
設
し 

会
員
同
士
の
つ
な
が
り
を
強
化

　
説
明
会
の
参
加
者
や
入
会
者
か
ら
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
「
お
し
ご
と
説

明
会
」。30
人
定
員
で
３
か
月
ご
と
に
開
催
さ

れ
る
。
阿
佐
美
仁
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
自

ら
壇
上
に
立
ち
、
熱
心
に
説
明
を
行
う

就
業
条
件
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
。
希
望
内
容
を
詳
細
に
尋
ね
、
入
会
後
の
適
切

な
就
業
マ
ッ
チ
ン
グ
に
役
立
て
る
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「
写
真
や
映
像
で
仕
事
内
容
が
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
く
、
と
て
も
分
か
り
や
す
か

っ
た
」「
広
告
や
チ
ラ
シ
を
見
て
安
心
し

て
参
加
で
き
そ
う
だ
と
思
っ
た
」
と
い

っ
た
肯
定
的
な
意
見
が
聞
か
れ
た
。
ま

た
、「
書
道
教
室
や
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
な
ど

独
自
の
サ
ー
ク
ル
活
動
が
あ
る
と
聞
い

て
楽
し
み
が
増
え
た
」
と
就
業
以
外
の

活
動
に
期
待
を
寄
せ
る
声
も
多
い
。
阿

佐
美
事
務
局
長
も
「
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
が
無
駄
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分

か
り
、
苦
労
が
報
わ
れ
る
よ
う
な
気
持

ち
で
す
」
と
話
す
。

　
サ
ー
ク
ル
活
動
を
楽
し
み
に
す
る
と

い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
へ
の
関

心
の
高
ま
り
を
受
け
、
会
員
同
士
の
つ

な
が
り
を
さ
ら
に
強
化
す
る
施
策
と
し

て
、
令
和
６
年
10
月
に
セ
ン
タ
ー
の
公

式
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
を
開
設
し
た
。

　
阿
佐
美
事
務
局
長
は
、「
会
員
の
ボ
リ

ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
に
当
た
る
70
代
以
上
に

は
な
じ
み
が
薄
い
ツ
ー
ル
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
今
後
は
60
代
の
比
較
的
若
い

シ
ニ
ア
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
化
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
も
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
の

よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ツ
ー
ル
は
積

極
的
に
活
用
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え

て
い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
先
を
見

据
え
た
方
針
を
示
し
た
。

地
道
な
５
本
柱
の
活
動
で 

持
続
的
な
会
員
増
を
目
指
す

　
こ
う
し
た
活
動
を
重
ね
た
結
果
、
会

員
数
は
、
令
和
５
年
度
に
は
４
０
０
人

を
下
回
っ
た
も
の
の
、
令
和
６
年
度
に

４
６
６
人
と
大
幅
に
回
復
し
、
令
和
８

年
１
月
時
点
で
は
５
０
０
人
の
大
台
に

乗
せ
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
の
会
員
増

強
に
向
け
た
展
望
と
し
て
、
次
の
５
本

柱
を
掲
げ
て
い
る
。

①
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
に
よ
る
広
報
活
動

②�

「
お
し
ご
と
説
明
会
」
に
よ
る
求
職

者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

③�

写
真
や
映
像
を
活
用
し
た
仕
事
内
容

の
見
え
る
化

④�

サ
ー
ク
ル
活
動
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
会

員
の
交
流
促
進

⑤�

セ
ン
タ
ー
と
し
て
事
業
量
の
継
続
的

な
確
保

　
「
会
員
を
一
気
に
増
や
す
よ
う
な
特

効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
断
言
す
る
阿

佐
美
事
務
局
長
は
、
最
後
に
次
の
よ
う

に
結
ん
だ
。

　
「
定
年
延
長
に
よ
る
入
会
時
期
の
後

退
や
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に

よ
っ
て
働
く
こ
と
を
選
ば
な
い
層
が
増

え
て
い
る
と
い
っ
た
構
造
的
な
課
題
が

あ
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
地

道
な
活
動
を
丁
寧
に
継
続
す
る
こ
と
が

大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
５
本
柱

を
着
実
に
強
化
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
会

員
増
強
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

（
川
上
和
義
）

事業運営状況� （令和 2年度～令和 6年度）
年度 会 員 数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男性 女性 全体

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

令和 2 372 104 476 0.7 424
（55,400） 89.1 3,188 325,173 12.5/87.5

3 327 97 424 0.6 378
（52,689） 89.2 2,931 314,832 13.4/86.6

4 308 91 399 0.6 367
（49,989） 92.0 2,769 309,851 13.4/86.6

5 282 101 383 0.6 357
（48,187） 93.2 2,623 290,244 14.8/85.2

6 323 143 466 0.7 417
（56,356） 89.5 2,610 328,871 13.3/86.7

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は請負・委任と労働者派遣事業が対象　　　※就業延人員は労働者派遣事業の教育訓練受講を含む
※令和 ５年度以降は性別未回答の会員がいるため、会員数の男女計と全体は必ずしも一致しない
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